
 
Le CORBUSIR’s Le Petit Cabanon in Cap-Martin, 
The Modular and the color conditioning of the interior 
space. 

Haruka Kato 

 

ル・コルビュジエ「カップ・マルタンの休暇小屋」 

― 壁画制作と室内塗装を通してのモデュロールと色彩についての考察 ― 

 

八代研究室 

                                00912031 加藤 遥 
 

１．はじめに 

本研究は、ル・コルビュジエ「カップ・マルタ

ンの休暇小屋」原寸レプリカの西面壁画の制作及

び天井・床・壁の塗装を通し、小屋の室内空間と

モデュロールの関係及び色彩について考察するこ

とを目的とする。 

２．制作概要 

2-1．西面壁画 

休暇小屋は既存レストランの横に増築されたも

のである。そこで本制作では、実物には存在しな

い西面壁にモデュロールの図を描くこととした。

壁画部分を 226×366 ㎝の黄金比にするため、原

画のプロポーションより横幅を縮小してある（図

１）。塗装のプロセスを（図 2.1-4）に示した。 

2-2．室内塗装（天井、床、壁の一部） 

 室内塗装のプロセスは（図 2.1-2）に示した。塗

料の配合は以下のようにした。 

塗料：硬化剤：希釈剤＝10：1：1 

これを基準とするが、塗装を容易に行うために季

節や天候等に合わせて希釈剤の量を調節した。塗

装はシーラー１回、塗料２回塗りを基本とした。 

３．考察 

3-1．室内空間とモデュロールの関係  

モデュロール(modulor)とは、人体寸法(module)

と黄金比(Nombre d'Or)から作られた寸法である。

基準となる身長 183 ㎝と、その臍の高さ 113 ㎝の

比が黄金比になることを前提とした。この 183 ㎝

と手を挙げた高さ 226 ㎝までをそれぞれフィボナ

ッチ数列で展開し、赤・青の 2 系列の寸法がつく

られた（図 3）。  

コルビュジエは内部空間の構成にモデュロール

を使用した（図 3.6）。平面構成では、部屋を細分

化する際の四角形の数値(226×140 ㎝, 86×86 ㎝)

と窓の寸法にモデュロールが使われていた（図

7.1）。室内空間の高さとモデュロールの関係を

（図 6）に示した。モデュロールの高さを薄いグレ

ー、家具と重なる部分を濃いグレーで示した。こ

の図から、モデュロール寸法に合わせて作られた

家 具 は ス ツ ー ル (H=43) と コ ー ト 掛 け

(H=113,140,183)だけであることが分かった。天井

最高高も 280 ㎝とモデュロール寸法ではない。こ

のことから、室内空間の高さを構成する際、モデ

ュロールを厳密には使っていなかったことがうか

がえる。 

3-2．色彩について 

使用した塗料の色は、スイスの壁紙会社

Salubra によって作成された色見本１)の中から選択

した。使用する全 6 色を色見本の中の SalubraⅡ

より選定し、塗料用標準色２)から最も近い色を探

した。選定した SalubraⅡの番号、塗料用標準色

の番号、更にそれをマンセル値に置き換えた番号

を（図 7.3）に示す。白と黒以外の赤・青・黄・緑

の４色はル・コルビュジエの建築的ポリクロミー

を構成する基本色である。また、マンセル値に置

き換えたことでそれぞれの色が補色関係にあるこ

とが分かった。「赤/緑」、「青/黄」、「白/黒」

これらの補色同士を隣り合う天井、重なり合う壁

とカーテン、向い合う天井と床に当てている。こ

れは補色の関係にある色を並べると、色相の違い

が強調され、より鮮やかに見える補色対比を意識

したと考えられる。 
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